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プレゼンスの輪

*中心の柱（調和の輪

）のサブホイール。参照：マスターキー

.*








プレゼンスの構造

「プレゼンスの輪」は、7+1の形式で構成される8本のスポークを通じて、プレゼンスそのものの実践と修養を展開します。中央のスポークは「瞑想」であり、その周囲に7本の周辺スポークが放射状に広がっています。 呼吸は第一歩であり、肉体と精神をつなぐマスタースイッチです。意識的な呼吸——最も広義でのプラナヤマ——を通じて、実践者は生命エネルギーを養い、生きた肉体の物理的現実に意識を根付かせます。呼吸は肉体と精神を結ぶ最も直接的な架け橋であり、他のすべての実践が成り立つ基盤です。

音と沈黙は、プレゼンス（在り）の振動的次元を形成します。マントラ、詠唱、ディクル、そして聖なる音楽は、存在を活性化させ、微細な周波数へと調和させます。 しかし、音と沈黙は対立するものではなく、一つの現実の二つの側面である――粗い振動から微細な振動を経て、アナハタ・ナーダ、すなわち打たれざる音、すなわち沈黙そのものへと至る進展である。音に関する外的な実践は、最も深い音と最も深い沈黙が一つであることを認識するまで、耳を内側へと導く。

エネルギーと生命力は、微細体の次元を構成しており、意識の中を流れるものを直接的に養い、管理するものです。 これには、気、プラーナ、クンダリーニ、チャクラワーク、そしてエネルギー衛生——発光エネルギー場

（生命エネルギー）をその独自の言語で扱うこと——が含まれます。 ここでの実践は浄化のプロセスです。エネルギーの滞りを解消し、カルマのパターンを手放し、エネルギー体を本来の輝きへと回復させます。妨げは注意によって解消され、注意は「在る」ことへと導かれます。

意図は調和へと向かう方向性を定めます。この柱には、ヴィジュアライゼーション、勇気を持って夢を描く実践、目的の明確化、そして意志をダルマ

（宇宙の意志）と調和させることが含まれます。意図を通じて、実践者は意識的に意図の力

（宇宙のエネルギー）を動員し、意識のエネルギーを宇宙の秩序と調和するものへと向けます。

内省とは内面への回帰であり、自己探求、自己認識、そして生きた経験の処理である。日記の記述、省察、そして率直な自己観察を通じて、実践者は自身のパターン、執着、そして条件付けを観察する。内省は目に見えないものを可視化し、経験を変容可能なものへと導く。

徳（Virtue）とは、行動における倫理的原則の体現である。ここでは、実践の古代的な倫理的基盤であるヤマとニヤマが、単なる理論的知識としてではなく、人生のあらゆる領域に息づく生きた存在として現れる。 徳とは、行動に表れる霊的成熟の果実である。献身と祈りもまたこの柱に属し、神聖な生活の能動的な関係性の次元——愛と奉仕を通じて存在が神聖なるものと意識的に調和すること——を成す。

エンセオジェンは、触媒および加速剤として独自の位置を占めています。神聖な植物薬 — アヤワスカ、サイロシビン、 サン・ペドロ、そして世界中の先住民族の伝統で認められているその他の聖なる薬——は、意識の拡大、癒やし、そして神との交わりへの入り口として、儀式の文脈で使用されます。これらは娯楽ではなく霊的な薬であり、敬意、適切な準備、経験豊富な指導、そして「内省」の実践を通じた厳格な統合を必要とします。 エンセオジェンは敬意を持って接すれば強力な力を発揮します。それらは他の柱における日々の持続的な実践を明確にし、加速させるものではありますが、それに取って代わるものではありません。それらは触媒であり、目的地ではないのです。





瞑想 — 中心

「プレゼンスの輪（Wheel of 臨在）」は、この体系において独自の位置を占めています。それはシステム全体のマスターキーなのです。他のすべてのサブホイールには、プレゼンスのフラクタルである中心原理——モニター（観照）、スチュワードシップ（管理）、Dharma

、愛（愛）、知恵（智慧）、畏敬（畏敬）、喜び（歓び）——があります。これらの一つひとつは、人生の特定の領域に適用されたプレゼンスなのです。 「プレゼンスの輪」こそが、プレゼンスをその構成要素へと展開させるものです。この輪を学ぶことは、他のすべての輪の中心に凝縮された形で現れる、まさにその能力そのものを学ぶことに他なりません。それは他の輪と並列するものではなく、それらを貫くものです。

したがって、プレゼンスの中心にある瞑想は、「中心の中の中心」であり、他のすべての中心原理がその力を引き出す源となる実践なのです。 「モニター（観照）」は、身体に適用された瞑想である。「スチュワードシップ（管理）」は、物質世界に適用された瞑想である。「召命（Dharma

）」は、天職に適用された瞑想である。「愛（愛）」は、人間関係に適用された瞑想である。「知恵（智慧）」は、知識に適用された瞑想である。「畏敬（畏敬）」は、自然に適用された瞑想である。「喜び（歓び）」は、遊びに適用された瞑想である。瞑想が育む「注意」という質がなければ、他のどの中心もその深みにおいて機能することはない。

ハーモニストによる「プレゼンス」の理解は、ヴェーダの伝統がサハジャ（自然の状態）と呼ぶもの、[ゾクチェン](https://grokipedia.com/page/Dzogchen）がリグパ（純粋な気づき）と呼ぶもの、トルテカの伝統がアセンブリポイントの休息位置として描写するもの、そして禅が「初心の心」と呼ぶものといった、伝統を超えた収束点に立脚している。 これらは異なる境地ではなく、同じ認識に対する異なる名称に過ぎません。静かな心と喜びに満ちた心は、構築すべき非凡な成果ではなく、妨げられていないときの意識の根源的な状態なのです。

「輪」は、互いに補完し合い、連携して機能する二つの道を通じて「プレゼンス」に奉仕する。「ヴィア・ネガティヴァ（否定の道）」は、プレゼンスを覆い隠すものを取り除く。この輪のあらゆる柱――呼吸、音、エネルギー、意図、内省、徳、エンセオジェン――は、身体に蓄積された緊張、心の強迫的な活動、未解決の感情の残滓、そして微細体におけるエネルギーの滞りを浄化する。これらはプレゼンスを覆い隠すものであり、実践によってそれらは解消される。 「ヴィア・ネガティヴァ（否定の道）」は、同じ能力を意図的に用いてプレゼンスを能動的に育む。すなわち、内なる光（Anahata

）を活性化し、心の至福の喜びに浸ること、内なる静寂（Ajna

）に焦点を合わせ、純粋で平和な意識の中に安らぐこと、深い瞑想の中で内なる光（意図の力

）をエネルギーセンターへと導くこと、呼吸を用いて生命力を構築し循環させること、そして音と沈黙を通じて知覚を洗練させることである。浄化は能力を明らかにし、能力を行使することは浄化を深める。この二つの道は連続的なものではなく、一つの実践における同時進行の動きである。

これこそがハーモニズムの最も深い哲学的信念である。すなわち、人間の自然な状態とは、意識的な在り方、無条件の平和、そして自発的な慈愛の状態であり、この状態は常にすでに存在しているものの、それを妨げるものの除去と、それを知覚する能力の積極的な育成の両方を通じてアクセスされるものである。 「調和の輪（調和の輪）」全体は、この自然な状態が認識され、安定し、深まり、そして生きられるようになるための条件――身体的、物質的、職業的、関係的、知的、生態学的、娯楽的な条件――を創り出すために存在する。





関連記事

-実践 — ハーモニズム・カノン 毎日の実践

-呼吸 / プラナヤマ

-瞑想

-音と静寂

-意図

-振り返り

-エネルギー／生命力

-美徳

-エンセオジェン

-沈黙の力

-心の力

-「霊的危機」――ゲートウェイ・エッセイ





関連項目

-調和の輪

-存在、ダルマ、ロゴス


	調和主義
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